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は じめに

今 日は文教大学公開講座 「国際紛争 と平和のゆ くえ」シリーズの第2回 目、 「国際

紛争 における国連の貢献 と限界」 と題 した私の講義にお出かけいただ き、あ りが と

うございます。多 くの皆 さんの姿 を見ていると、 日本 人の国際問題 に対す る関心の

高 さに感 亡・します。日本人は世界の事情 に通 じていない と批判す る人 も決 して少 な

くあ りませんが、アメリカに住み、また職業柄世界各地 を歩いて きた私の経験 か ら

申し上げて も、日本人の国際感覚や国際問題に対す る関心 は決 して低い もので はあ

りません。もし多少の問題があるとすれば、それは、 日本 人は国際問題 とか平和の

問題 をまだまだ観念的に捉 え過 ぎる傾向があるのでは ないか とい う点、あ るい は紛

争対平和 とい うように、紛争 と平和 を二律背反的に対峙(対 立)さ せ た形で平和 を

考えるという少々狭い見方をしがちだと言えるかも知れませ ん。

これは どういうことか と言い ますと、紛争や戦争 を通 して得 られる平和 もあ るの

ではないかとい うことです。つ まり紛争や戦争 とい う大 きな痛み を通 して初 めて、

人間が人間らしい生活を送ることが出来る平和 な社会 が生 まれ るこ ともあ るの では

ないか ということです。それは過去、特に近年の紛争 を振 り返 って見 ると、そ うい

う思いが強 くします。従 って紛争か平和かという見方 に加 えて、紛争後 にこそ平和

建設のチ ャンスが生まれるとい う過程 もあ りそうだとい うこ とを、今 日皆 さんに考

えていただけた らと思 うのです。

たった1回 き りの講義で、今私が申 し上げた見方、考 え方 を理解 していただ こう

とすることは非常 に難 し く、大 きな冒険であることは否定で きませ ん。 なぜ な ら、

「戦争は悪 だ」「紛争 を直ちに止めろ」 「平和 こそ何 よりも大切だ」 と叫ぶ声 が大 きけ

れば大 きいほど、それが どんなに現実には不可能な話 であって も、 その ように叫ぶ

人たちに、戦争 さえなければ平和 とい うわけにはいかない、紛争 や武力行使 さえな

ければ、平和 な社会だとは呼ぶわけにはいかない、 ま してや人間 らしい生 き方の出

来る社会 をつ くるには、時 には大 きな痛みや苦 しみに耐え、犠牲 す ら払 わなければ

な らない ということを理解 してもらうのは、容易な事ではないか らです。

日本の歴史 を振 り返って も、広島や長崎、あるいは沖縄、東京 、大阪な どでの多
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くの人々の犠牲の上に、今の 日本の民主主義社会が築 かれてい るこ とを思わずには

い られませ ん。 もちろん私は人類史上初の強力な大量破壊兵器であ る核 兵器が現実

に使用 されたことを是 としているわけではあ りません。 が同時に、 そこに至 ら しめ

た 日本人の指導者 たちの判断 と責任 とい うものも、考 えずにはい られないのです。

果たせることなら、約60年 前の壮大 な代償 を支払わず に、現在の ような民主主義国

家を築 くことが出来ていれば どんなによかったで しょうか。 しか し不幸 に して賢明

な政治指導者 を抱かず、誤 りを正す政治社会体制を持 た ない時には、大 きな犠 牲 を

支払 って初 めて新 しい社会がつ くれることを、 日本 人は学 んだので はないか と思い

ます。

最近の アフガニスタンの例を見 て もそうです。紛争 を経 ずに、 アフガンの女性た

ちが男性同様に教育を受け、社会に出て活動 し、人間 らしい生活がで きるようになっ

ていれば、それに越 したことはあ りませ ん。 しか しそ うはいかなかったのです 。20

年間以上 もの問、痛 ましく大 きな犠牲が払われ続けました。が今 、 アフガニス タン

では、女性たちも社会 を支 える重要 な役割を担おうと してい ます。 これが後戻 りす

ることのないよう、国際社会はしっか りと支 えなければな りませ ん。

9・11同 時多発 テロ事件直後、多 くの人は、「報復は報復 を招 くだけだ」 と叫 びま

した。そうだったでしょうか。アフガニス タンを巡る世界 は今報復が報復 を呼 ぶ報

復合戦になっているで しょうか。また果た して、国際社会 の武力 を含め た強力 な行

動な しに、今の新 しいアフガニスタン、人権がよ り尊重 される社会が可能だ ったで

しょうか。

「報復 は報復 を招 くだけ」 とい う、一見説得力のあ りそ うな言葉 と論理 は、必ず

しも平和 な社会 を作 るのに貢献出来るわけではな く、 またそれは、 まず最初 に暴力

を仕掛 けた人たちの行動 を容認 し、さらに大 きな暴力 が可能 だ とい う錯覚 を暴力主

義者 に与 えることにな りかねません。その ようなことが あった と した ら、 テロ とい

う暴力の膨 大な犠牲者たちや、それ と戦 ってテロのない世界 を作 ろ うと努力 して き

た国際社会 は救われません。報復 とい う暴力 を仕掛 け られることを恐れて、最初 の

暴力犯たちを放置することが どうして許 されるで しょう?民 主主 義社会 は罪 を犯

した人を罰 します。民主主義を社会の共通基盤 として成 り立つ 国際社会 で も同 じこ

とです。

それは、国連憲章に明記 されています。紛争はまず平和的手段 で解決 を図 る。つ

ま り、武力 を使わずに解決を試みる。 しか しそれが不可能 な場合 には加 盟国の陸、

空、海軍 とい う武力の行使 もやむを得 ない。国連憲章の第7章 にそれが詳 し く書 かれ
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てい ます。厂国際連合加盟国に対 して武力攻撃が発生 した場合 には、安全保障理 事会

が国際の平和及 び安全の維持 に必要な措置をとるまでの問、個 別的又 は集団的 自衛

の固有の権利 を害するものではない」 とい う憲章51条 の条文 もあ ります 。そ して こ

の国連憲章に基づいて、テロに対 してはあ らゆる手段 を講 じるとい う国連決 議が同

時多発テロ事件の翌日に国連安全保障理事会で採択 され ました。

しか しこのような平和 を脅かす勢力 に一時的に対抗す るだけで終 わったので は、

人間の知恵が見 られませ ん。その先が大事です。つ ま り、いかに して同 じような暴

力 を再発 させないようにす るか、国際社会 は工夫 をしなければな りませ ん。 それは

なぜ国際テロあるいは武力紛争 とい う手段 に訴える人々が 出て くるのか。 こ うい う

人々が出てこない ような社会 を探 らなければな らないことは確かです。

残念 なが ら、国連が生 まれてか ら60年 近 く経つ今 も、人間の世界 は紛争 の起 こら

ない社会を作ることに成功 してお りません。なぜでしょうか。

国際社会 と日本

日本 は国連 を中心にした世界 の平和作 りというこ とを常 に強調 して きました。 し

か し本 当に世界 あるいは国際社会の平和が脅かされる事態 に至 ると、何 故か突然、

日ごろ、この国連中心を叫んでいる人ほど、 これまでの主張 を後 ろに隠 して、実 は

「何 もしないのが一番」 と言わんばか りに頭や顔 を隠してしまいます。 もちろん憲法

9条 は、「国権の発動たる戦争 と、武力 による威嚇又は武力の行使は、国際紛争 を解

決する手段 としては、永久にこれ を放棄する」 とうたって お ります。 ところが この

憲法9条 の戦争放棄 に関す る文章の直前 には、「日本 国民 は、正義 と秩序 を基調 とす

る国際平和 を誠実に希求 し」 と書かれています。

国際社会の平和 と安全が脅か される状況が起 きたとき、「正義 と秩序を基調 とす る

国際平和 を誠実に希求」する人々は、国際社会 との大いなる協力 を考 えねば な りま

せん。日本人 もそうあろうと憲法は訴 えてい ます。それ は、憲法の前文 に次の よ う

に明記 されていることから明 らかです。すなわち、「われ らは、平和 を維持 し、専制

と隷従、圧迫 と偏狭 を地上か ら永遠に除去 しようと努めて いる国際社会 において、

名誉ある地を占めたい と思ふ」。努力 も協力 も無 くして,名 誉 ある地位 を占め るこ と

が出来 ないのは明 らかです。

ところが、現実に国際社会の平和 と安全が脅かされる事態が起 きたときに、「正義

と秩序 を基調 とす る国際平和 を誠実に希求する」 とい う憲法9条 の前半の文章は忘れ

る、あ るいは無視 して しまう人々が 出て きます。
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日本が国際社会 と協力 してい く上で難 しいのは、ここです。つ ま り憲法9条 は、国

際協調を前段 で うたい、後段では国際孤立主義 を求 めている とも言える、大変複雑

な思想 を含 んでいます。このために国際社会、あ るいは国連 を核 と した世界 と言っ

て もいいのですが、そ ういう国際社会 と歩調 をあわせ る とい う点では、 日本 はしば

しば自己矛盾を起 こして しまい ます。

この問題について私 ももっと深 く考え、議論 したいと思い ますが、私の今日のテー

マは 日本 の憲法論ではあ りません。従 って、主題のバル カン紛 争 を通 して見 る国連

の問題に移 っていきたい と思います。

国連の貢献 と限界

私がなぜ、「国際紛争 における国連の貢献 と限界」 とい うタイ トルを掲げたのか。

それは私の経歴 と大いに関係 して きます。私の略歴 は皆様のお手元 にある とお りで

すが、私は国連 とい うものに、理念 としてだけではな く、 日々の仕事 を通 じてかか

わるとい う生活を17年 間続けました。多 くの紛争地や貧 困に喘 ぐ国や地域 での国連

の活動 を私 自身の目で見、そこにいる人々の訴えを私 自身の耳で聞いて きま した。

従 って、厂国連の貢献 と限界」について述べるとき、多分 に私 自身の体験 に基づ いて

います。

このような生活の中で一番に感 じた ことは、 日本 は国連中心主義 を掲 げなが ら、

国連の最 も重要な役割の一つ、「国際の平和 と安全の維持」になぜ具体的な貢献がで

きないのだろ うか、という点で した。 これは私だけの感想では な く、皆様 もよ くご

存知で、恐 らく今最 も世界 に誇るべ き日本 人と言 って も過言で はない国際活動家 の

緒方貞子 さん も、国連難民高等弁務官時代には、この ような趣 旨の ことをしば しば

訴えてお られました。

そこで、 日本国憲法の制約 を十分に頭 に置 きなが ら、私 は80年 代半ば以降 、東京

でさまざまなシンポジウムを開いて、学会やマスコミの関係者 に 「日本 と国連」 に

ついて考 えて もらい、また国連の平和維持活動の現場 に案 内 して、 日本 が国連 とい

う国際社会 に協力 して平和 に貢献できる道はないのか を考 えて もらいま した。その

作業の一部が、お手元の私の紹介にあ る出版物 とな り、 また 日本 の国連PKOへ の参

加問題が、マス コミで活発に報道、議論 されるきっかけに もな りました。

その結果、1989年4月 の前回のアフガン紛争で ソ連の撤 退 をもた らす調停に国連

が成功 した折、 日本の外務省職員が初 めて1文 民 として、 いわゆ る国連PKOに 参加

することにつなが りました。以後 国連平和維持活動協力 法が成立 し、90年 代には 日
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本が積極的に国連の平和維持活動に参加 していることは皆様 ご存知のとお りです。

バルカン紛争発生

さて米 ソ対決構造、つま り世界が冷戦構造か ら抜 け出 したのは、1980年 代 の終 わ

りです。これは誠 に歓迎すべ き事態だ と誰 もが思いま した。 ち ょうどその頃、つ ま

り1988年 に、先 ほどもちょっと触れましたように、国連の調停が実 を結んで、約10

年続いた当時の ソ連によるアフガニスタン占拠 が終 わ り、 また続 いてこれ も10年 続

いたイラン ・イラク戦争が国連の仲介 で終結 しました。"国 連ル ネッサ ンス"と か

"国 連復権"あ るいは"国 連の時代到来"な どと
、 日本のマス コ ミで も大 いに もて

はや され ましたので、皆様の中には、「ああ、そんなことが言われたことがあったな」

と、思い出される方 もいるで しょう。

この頃は国連職員のもっとも幸せな時代で した。世界 中が国連 を中心に世界 の平

和 を築 こうという気になったか らです。それは第2次 大戦後 に国連が誕生 した とき

の世界の高揚 した気分に も似ていたか も知れ ません。あ るいは 日本 が国連に加 盟 し

た1956年 の 日本 国内での国連礼賛ムー ドと比較 できるものか も知れませ ん。

80年 代後半、私は、日本で国連を代表する機 関である国連広報セ ンターの責任者

で した。今思い出す と本当に恥ずか し くなるようなマス コ ミの国連礼賛 の言葉 に、

国連職員 である私は、世界の片隅にいなが らも国連 の中の人間であ ることに大 いに

誇 りを感 じた ものです。

で もこの国連礼賛ムー ドは長続 きしませんで した。 イラン ・イラク戦争 を終 えて

まだ2年 も経つか経たないか とい う90年8月 は じめ、今 なお健在で物議 をか もして

いるイラクのフセイン大統領が、ペルシャ湾への水路確 保 を求めて、小 さな隣国 ク

ウェー トに武力侵攻 したのです。同 じアラブ人、同 じイスラム教の 国であ るに もか

かわらず、フセインのイラクは、突然戦車 を繰 り出 して、 あっ とい う間 にクウ ェー

トを占領 し、かつ一般市民にも重大な人権侵害 を及ぼ しま した。

アメリカのブ ッシュ政権は直ちに武力反撃の必要 を示唆す る、安保理が招 集 され

る、そ して 「国連事務総長は直ちにイ ラクに飛んで フセインを説得すべLJな どと、

ち ょっ と的外れの声が 日本では上げ られる、 とい う事態 にな りま した。今的外れ と

言いましたが、 こういう世界の緊急事態になったときに一番先に対応すべ きなの は、

国連安全保障理事会であって、国連事務総長ではないのです。

冷戦終結で事態 は少 々変わ りましたが、国連誕生以来、 国連事務総 長の役割 は非

常に制限されていて、余計なことをす るなというのが大国の事務総 長に対す る態度
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でした。事務総長 という役職名がその限界をよく示 してい ますが、事務局 の長、最

高責任者であって、世界政府の長で も、国連加盟国全体の リーダーで もないのです。

少 なくとも90年 ごろまでは、大国つ まり安保理常任理事 国であ る大国の事 務総長 に

対する態度 はそうで した。

そ して 「正義 と秩序 を基調とする国際平和 を誠実 に希求 し」 とうた う憲法 を持 ち

なが らも、い ざ国際社会 の平和 を脅かす事態が起 きる と、 まず静観 す るのが 日本 で

した。だか ら当時 も、米、英、仏 を先頭に した国際社会が イ ラクに対す る反撃 を決

意 したとき、 日本 の態度 はあい まいで、結果的には百 数十億 ドル とう膨 大な財 政的

支援 をしなが らも、"Toolit七le,toolate"だ と批判 されたエピソー ドは、昨年の同

時多発事件で も思 い起 こされた話だったので、ご存知の とお りです。

ところが世界がイラグ とペルシャ湾 に目を奪われてい る間に、バ ル カン半島では

大 きな悲劇の種が まかれていました。もしその時国際社会 がイ ラクに対応 す るの と

同 じ強 さと速 さでバルカン半島の主要部を占めるユ ー ゴス ラビアの問題に対 処 して

いれば、あ るいはバルカンの悲劇 はもう少 し形を変 えた ものになっていたか も知 れ

ません。

イラク反撃作戦で勝利 を収めてほっと一息を付いていた1991年 半ばに私 は東 京か

らニュー ヨークに転勤にな り、以後ず っと国連本部 の動 きもアメ リカの空気 もまさ

に肌で感 じる生活にな りました。

ユーゴスラビア崩壊

スロボダン ・ミロシェビッチが80年 代末にセル ビア共和 国の リー ダー として台頭

す ると、ユーゴス ラビアにおけるセルビア人優先主義、 セル ビア人ナシ ョナ リズム

を高々と掲げ ます。ソ連の圧力 から脱 した当時の東欧諸国 は、 それ までの社会 主義

を捨て、それぞれにナシ ョナリズムを前面に押 し出す政府 をつ くります。

89年10月 まずベルリンの壁が崩壊 します。翌月の11月 にはチェ コスロバ キアの共

産党政権が終焉 を迎 えます。そ して翌12月 にはルーマ ニアのチ ャウシェスク大統領

が民衆革命 によって倒 され、逃げようとしているところを銃撃 されて、雪の上に真っ

赤な血 を流 して強権政治 に幕 を降 ろします。これ らの旧ソ連配 下の国々は民 主化 に

向かいますが、不幸なことに、 ミロシェビッチがセル ビア共和 国の権力を握ったユー

ゴスラビア連邦は、 ミロシェビッチの大セルビア主義、 セル ビア人優先 主義へ の抵

抗 から、六 つの共和国の足並みが乱れ、連邦崩壊の道 を突進 し始めるのです。

ユー ゴス ラビアを語るとき、 しば しば数字遊びが行 われ ます。 つ ま り一つの国家
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ユ ーゴスラビァ連邦では、二つの文字、つ ま りス ラブ語のキ リル文 字 とアルバニ ア

語 などのラテ ン文字が使われ、三つの宗教つ ま りセル ビア正教 、イス ラム教 、 カ ト

リック教 があ って、四つの言語、すなわちスロベニア語、セル ビア語、 アルバニア

語、マケ ドニア語が話される。 さらに五つの民族、ス ロベ ニア人、 クロアチ ア人、

イス ラム教徒 のモス レム、セルビア人、マケ ドニア人がいて、六つの共和 国、北か

らスロベニア、 クロアチア、ボスニア ・ヘルッェゴビナ、セルビア、モ ンテネグロ、

マケ ドニアが存在す るとい う具合です。 さらに隣国に接する7つ の国境を加え る人 も

います。すなわち北か ら時計回 りにイタリア、オース トリア、ハ ンガ リー、 ルーマ

ニア、ブルガリア、ギリシャ、アルバ ニアです。

旧ユーゴスラビァ連邦はナチス ・ドイツと激 しく戦って戦後誕生 した社会 主義国

で したが、パルチザ ンの指導者チ トー大統領の下に、 ソ連 の共産党指導下に は入 ら

ず、イン ドやイン ドネシア、エジプ トな どと共 に非同盟の主要 国 として大 きな存 在

を占めました。

しか し1980年 にこの大指導者が死亡すると、各共和 国が分裂 し始 め ます。 その分

裂 をミロシェビッチが力でセルビア人の配下に置いて統一 を維持 しようとしたので

す。人格的に傑出 した政治指導者 を持つ国と人格 的に大 いに問題のあ る政治 指導者

を持つ国の行 く末は明 らかです。 ミロシェビッチのセルビア優 先主義 に反発 した北

のスロベニア とクロアチアが91年6月 にまず独立を宣言 します。

それまでヨーロッパの火薬庫、つ ま り戦争の発 火点 と言 われ るバ ルカン半 島の秩

序保持 を願う当時の ヨーロッパ共同体(EC)は 、スロベニアやクロアチアが セル ビ

アの影響から離脱す る、つま りユーゴスラビア連邦 か ら独立す るこ とを当初 は何 と

か押 しとどめ ようとしました。それは激 しい戦闘 とバ ルカンの不安定 をもた らすこ

とが必至で、そうなれば欧州の平和 と安全、安定に も大 きな脅威 となると考 えたか

らです。が、 ドイッはむしろスロベニア、クロアチ アの独 立 を後押 しし、英仏 をは

じめ とする ヨーロッパ諸国を説得 して、独立是非 を問 う各共和 国内での国民投票 の

結果 を尊重す る方向に持 って行 きます。その結果 として、スロベニア、 クロアチア

の独立宣言とな り、ヨーロッパ諸国もその独立 を承認 します。

しか しセル ビア人の リーダーシップの下にユー ゴス ラビア連邦の継続 を狙 うと同

時に、経 済的に苦境にあったセル ビアが豊かな北 のスロベ ニアや クロアチアの経済

的利益の分 け前 を失 うことを恐れた ミロシェビッチ ・セル ビア共和 国大統領 は、 も

ちろんこのような連邦の分裂を受け入れませ んで した。

まず既にセルビア人優先になっていたユー ゴ連邦軍 をス ロベニアに派遣、 ついで
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クロアチアに住 んでいる人口の3分 の1を 占めるセルビア人が、民族 主義者 である ッ

ジマ ン大統 領の下で少数民族 として差別される気配が 出て きたこ とか ら、 クロアチ

アのセルビア人保護 を口実に、クロアチアに対す る猛攻撃 を仕掛 けます。

状況的に言えば、国民投票の結果 として独立を選択 した共和 国 を国際社会 が承 認

しているのですか ら、そこにセルビア人優性のユ ー ゴ軍が攻 め込んで行 った となれ

ば、国際社会が黙認で きる道理 はあ りません。ユ ー ゴスラ ビア連邦 内の内戦 と見 る

ミロシェビ ッチに対 して、国際社会か ら見れば、独 立国の主権 が侵 される国際紛争

です。

ドイッはこれを見込んで、スロベニア とクロアチアがむ しろ独 立 して国際社会 に

それが認め られれば、セル ビアも諦めざるを得ない と読 んでい ました。 しか し ミロ

シェビッチ ・セルビアは ドイッの読みとは正反対 の態度に出たのです。

クロアチア東部、セルビア との国境 に近いブコバル と呼 ばれ るダニュー ブ川沿い

の中世か らの町では、第2次 大戦後 もっとも激 しい と言われた砲撃戦が展開 され、瓦

礫の山と化 します。後に私の友人であった国連職 員が現 地での平和 維持活動に出か

けますが、その破壊の凄 ま じさに本当に驚いていま した。私 もこの町周辺の戦いの

跡 を映像で見た ことがあ りますが、それは凄ま じい破壊で した。

国際社会 の対応

セルビアによるクロアチアに対す る激 しい武力侵攻 を見 た国 際社会 、す なわ ち国

連安保理 は、ユーゴスラビア問題の全面的解決を図る上で 、 まず関係 地域住 民、 こ

れはクロアチア内の多数派であるクロアチア人 と少数派のセル ビア人ですが、 これ

ら住民の平和 と安全 を確保するために、92年2月 国連防護軍(UNPROFOR)と 呼

ばれた国連平和維持活動部隊の派遣 を決定 します。 国連軍 はユ ー ゴ軍 とクロアチ ア

軍 の戦闘の問に割って入 ります。それによって、一時的 にクロアチアの戦 闘は中止

され ますが、ユーゴ軍が依然 として クロアチア東部を占拠 したままで した。

この国連防護軍(UNPROFOR)の 本部は、その当時 はまだ紛争 に巻 きこまれて

いなかった ボスニアの首都サ ラエボに置かれました。 これ は国連の平和維持活動 の

原則で、国連の中立性 を象徴するために、本部は出来るだけ中立地帯 に置かれるの

です。サラエボは、1984年 冬季 オリンピックが開 かれた町 として 日本 人に もな じみ

があ りますが、中世の香 り漂 う静かな美 しい町です。私 も何度か訪れ ました。

ユ ーゴス ラビア崩壊の過程で起 きた悲劇のパ ターンなの ですが 、砲 撃戦が始 まる

までは一般民衆 はそれな りに民族の違いを超 えて、仲 良 く日常生活 を共に してい ま
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した。 しか し一度セルビア軍が行動 を始めると、 セルビア系住民 には武器が与 え ら

れ、突然昨 日までの隣人たちに襲 いかか るのです。 このパ ター ンは後 に、 クロアチ

ァとセルビアに挟 まれたボスニア ・ヘ ルツェゴビナで も繰 り返 され、 さらに数年後

コソボでも繰 り返 されます。

セル ビア系住民が、セルビアからやって来た過激 派の指導 を受けて、突然強大 な

民兵組織 もつ くります。ユーゴスラビアを崩壊に導いたセルビア勢力 は、一つはユー

ゴスラビア正規軍、もう一つは治安警察軍、三つ 目が この民兵組織 です。そ して過

激な民兵組織が レイプをは じめ、あ りとあ らゆる非 人道的 な攻撃 の先頭 を切 るので

す。ホワイ ト・タイガーと呼ばれた民兵組織は特 にボスニ アなどで、多 くの残虐 な

行為 を働 いたことで知 られています。

果た して正規のセルビア軍部隊が どこまで非人道的 な犯罪 を犯 したのか、今 オラ

ンダのハーグにあ る旧ユ ーゴスラビア特別戦争犯罪法廷での裁判が続いてお ります 。

ボスニア戦争

クロアチアとセルビアが戦闘を続け る中、ボスニ ア ・ヘル ツェゴビナ、長いので

以後はボスニアと呼 びますが、このボスニア共和 国 も自国の将来 について苦慮 して

いました。

選択肢は三つでした。第1は 、ミロシェビッチの セルビアの支配下で、民族の誇

りを捨 ててただ戦いのないとい うだけの、狭 い意味での平和 を求め るか、第2は 、

ミロシェビッチ とッジマ ン ・クロアチア大統領が求めた両国に よるボスニアの分割

を認めるか、つま り大 クロアチアと大セルビアに吸収 され るか、 あ るいはモス レム

による自前の国家、ボスニア共和国の独立 を果たすか。

モス レムの選択は当然ながら第3に な りました。 第1と 第2は 政治指導者 たちに

は選択 できない相談で した。第3の 道 について、 ヨーロ ッパ諸 国は、国民投票 で国

民がそれを求めるならば容認するとのサインを送 りました。

ボスニアでは、オスマ ン トルコの支配時代 にイス ラムに改修 した人々が多 く、民

族 としてはスラブ系でセルビア人 と同 じですが、宗教、文化 が違 うこ とか ら、歴史

的に別民族 として扱われています。ボスニアでは90年 代初 め、40%余 りがモス レム、

30%が セルビア人、17%が クロアチア人、そ してその どれで もな く 「自称ユ ー ゴス

ラビア人」 と呼ばれる人々が10%と い う構成で した。

民族 として最大多数派のモス レム、それにクロアチア人が一緒 になって、独 立の

是非を問 う国民投 票が92年3月 に行われ、投票者 の圧倒的多数が独立 に賛成 しまし
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た。そ してそれが ヨーロッパ社会に認知 されたのです。

この結果 は投票前から明 らかで した。人口の3分 の1を 占め るボスニアのセル ビ

ア人勢力が国民投票のボイ コット宣言をしていたか らです 。それは投 票 を して も、

民族割合か ら、 自分たちの負け戦は歴然 としていたためです。ボス ニアのセル ビァ

人たちは、早 くからミロシェビッチの大セルビア主義 を支持 し、 ボスニア全体が セ

ルビアに併合 されるか、あるいは少な くともボスニアのセル ビア人 は大 セルビアの

一部になる ことを望 んでいました
。先ほ どお話 しした第1か 第2の 道です。

特に農村部で、決 して生活が豊かではなかったセル ビア系の人々は、モス レムに

は激 しい憎悪感 を持ってい ました。彼 らはオスマン トルコ時代か ら数百年にわた り、

被支配者 としての苦渋 をなめて きたか らです。 もしボスニ アが独立 してイス ラム国

家 となれば、セルビア正教の 自分たちは社会的に も経済的 に も虐げ られ るに違 いな

い と思ったのです。 こう思 う入々が30%も いるのですか ら、国民投 票後 の成 り行 き

が注 目され ました。

ボスニアのモスレムの政治指導者 は、イゼ トベ ーゴビ ッチ とい う比較的穏健 な指

導者で した。彼は、クロアチアのツジマン大統領の ように、民族主義 を前面 に押 し

立て ることはな く、ことボスニア内においては、カ トリ ック信者の クロアチ ア人は

もとより、セルビア正教会の人々との平和共存が可能だと信 じてい ました。従 って、

国民投票後 も、そLて 紛争が勃発 してか らも、ず っ とモス レム とセ ルビア系 は共存

できると主張 し続けました。

その一つの証拠はボスニアの首都サ ラエボでは、あ らゆる宗教 の教会 が存 在 し、

ボスニア戦争中 もサラエボのモス レムたちによって破壊 され るこ とはあ りませ んで

した。

指導者が この ような思想の持ち主ですか ら、いよい よ独 立が迫った とき、モス レ

ムの市民たちは連 日サラエボ市内で、ボスニアで は民族共存が可能だ と呼 びか ける

平和 デモ を繰 り返 していました。この1週 間前か ら地方では、武装 したセ ルビア入 と

モス レム との問で衝二突が起 き始めていたか らです。 この平和デモに突然、ラ ドバン ・

カラジッチ率いる急進的セル ビア人民族主義者 たちが町の 中心地 にあ るホリデーイ

ン ・ホテルの最上階から無差別発砲 を仕掛 けたのです。ボスニ ア戦争 の始 ま りで し

た。1992年4月6日 のことです。

ボスニア戦争は、一見 ボスニアの内戦に見 えます。ボスニ ア共和 国 内のセ ルビァ

人 とモス レム系の政府軍 との戦いです。 しか し実態 は、 ミロシェビッチのセ ルビァ

共和 国か ら大量の武器や民兵が導入 され、セルビア系の元ユー ゴス ラビア軍兵士で
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あるプロたちが 中心になって、ボスニ ア政府軍及 びモス レム市民 に襲 いかかった戦

争で した。

ボスニア政府及び民衆 は、ヨーロッパ社会が認め た国民投 票に よって独立 を選択

し、それが国際社会 から認められたのですか ら、不穏 な空気 は察知で きた ものの、

まさかセルビア系のボスニア市民が密かに武装 を進める可能性 などは想像できなかっ

たようです。

戦闘は一方的に展開され、セルビア系があっという問に国土の7割 を占拠 し、その

地域内の村や町か らモス レムたちを追放 し、難民、避 難民 に して しまったのです。

いわゆる民族浄化です。その作戦の中で、数々の非人道的残虐行為 を働 きました。

捕虜に した男たちの喉下 をナイフで切 り裂 く、家族 の 目の前で レイプを働 く、抵

抗す るものは銃殺する、そ して有名な死の収容所 を各地 につ くる、等 などです。 こ

れ ら残虐行為 を世界に知 らせた、アメリカをは じめ とす るジャーナ リス トの功績 に

は特筆すべきものがあ ります。

ボスニア戦争では、200万 人以上の難民や20万 人 と言われる死亡者 を出しましたが、

それはすべて国連防護軍が展開されている 目の前で進行 した事件 と言って も言 い過

ぎではあ りませ ん。

国連平和維持部隊 の制約

国連安保理に よるクロアチアあるいはボスニアへの平和 維持 軍の派遣 は決 して小

規模ではあ りませんでした。安保理が認めた兵力は、総勢4万5千 人規模です。

しか し国連平和維持軍は常にい くつ もの大 きな問題 を抱えています。まず第 一は、

た とえ安保理が大規模な平和維持軍を決定 して も、それ は最終 的な 目標規模 であっ

て、実際に展開 し終わるまでには相当の時間がかかる とい うことです。何故 か と言

い ます と、まず国連の事務局は、兵力 を提供 して くれ る加盟国探 しに取 り掛 か りま

す。兵士 の覇権国が決まって も、それぞれの国の部隊は、装 甲車 をは じめ装備 を中

立的な国連部隊の白色にペンキ塗 りをした りと、派遣準備に大変 な時間が必要 です。

また覇権部隊の準備が出来て も、実際に展 開するための費用 が、国連加 單国か らす

ぐに集 まるとい う保障はあ りません。

さらにす ぐにやって来て くれ る開発 途上国の暖かい国か らの部隊 な どが、厳 しい

寒 さに襲われる内陸性のバルカンの気候 を考慮 した装備を持っていなかった りして、

現 地に来たもののす ぐには活動に入れない とい う笑 い話の ような話 も現 実に繰 り返

されます 。
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私 のコソボでの経験から言 って も、アフリカのある国か ら派遣 された警察官 たち

は雪の上 あるいは凍結 した道路で車を運転 したことが一度 もなかったに もかかわ ら

ず、パ トロールカーで突っ走 り、凍結 した交叉点や坂道 で急 ブ レーキをか けて、 追

突、衝突事故 を起 こすな どとい うのは毎 日のことで した。 コソボの国連暫 定行 政府

の車両整備場に行 くと、修理 を待つ真 っ赤な色のパ トカーが 目立った ものです。

また国連軍の大 きな課題 として、安保理が決め るマ ンデー トと呼 ばれる任務 の制

約があ ります。通常軍隊 というものは、現場 に出された ら、 目的 は唯一 つ。敵にや

られる前に、敵 を倒す ことです。しかし国連軍は違います。

いかなる勢力 であれ、相手を倒 してはいけないのです。武器 の使用 はあ くまで 自

衛のためだけ。 したがって、ある勢力が 自分たち に攻撃 を仕掛 けて くる敵 とな らな

い限 り、武力行使 はできませ ん。た とえ目の前で市民た ちが残虐 に殺 されてい よう

とも、国連の兵士たちは武力行使を しないのです。敢 えて言 えば、 まさに見殺 しの

パ ターンです。

その結果先 ほど触れました ように、国連防護軍が派 遣 されているボスニアで、3

年半の紛争 中に20万 入もの人々が命 を落 としました。国連防護軍 に与 えられた国連

安保理決議 による数々のマンデー トすなわち任務は、交渉の条件 を整 えるようにす

るとか、停 戦協定が守 られているか どうかを監視する とか、人道的物資の輸送の安

全 を図る一な どというものばか りで、市民 の生命 を守 る とい うマ ンデ ー トは一つ も

あ りませんで した。

ボスニア戦争中、サラエボを包囲 したセルビア系勢 力は、町 を見下 ろす 山の上か

ら 「動 くものは何 でも撃て」 との命令の下、サラエボ市民 を狙 い撃ち しま した。子

供であれ、老人であれ、犬やネコであれ、 まさに動 くものは何 で も撃たれ ました。

7千 人 ものサラエボ市民が狙 撃や砲撃の犠牲 にな りま した。市 内を通 る ミリヤッカ

川 と呼ばれ る川沿 いのメインス トリー トは、世界 か ら集 まったジャーナ リス トたち

によって 「スナイパー ・アレー」す なわち 「狙撃通 り」 と名づけ られ、 その名 は地

図にも通 りの名 として書 き込 まれ ました。

これに対 して国連が行 ったことは、砲弾がどの勢力 に よって撃 ち込 まれた ものか

を調査 した り、多 くの市民の犠牲 を悼む遺憾声明を出 した り、停戦違 反 を非難す る

声明を出 してはす ぐに破 られる停戦交渉に乗 り出す こ とな どで した。従 ってサラエ

ボ市民たちに とって、国連は無力その ものに しか映 らなか ったようです。

私が市民 たちか ら聞いた話ですが、サラエボは盆地状 なので、 ミリヤ ツカ川 の水

が冬の朝 しば しば濃霧 をもたらします。す ると市民 たちは一斉 に町 に出て、 その 日
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の用事をす ませ ました。なぜなら濃霧はセルビア狙 撃兵か ら、身 を隠 して守 って く

れ るか らです。「守って くれたのは、決 して国連軍で はあ りませ んよJ。 私の一時滞

在中に案内役 を務めて くれた旅行社の社長は強調 していました。

というように、ブコバルに始 まって、クロアチ アやボスニアの町や村 では、大 き

な破壊が行われ、多 くの難民 を出 しましたが、 目の前で町が破壊 され、一般民衆が

殺害され、難民が続出 して も、国連平和維持軍は直接武力 の行使 をす るとい う手は

打てませ んで した。無駄 と思われても、何度 も何度 も停戦 の話 をま とめて は発表 し

ます。その協定は1日 、2日 で破 られ、戦闘が戻 ります。 なにせバル カンでは、 う

そは何 ら悪いことだとは見 られていないと言われ ます。

国連事務総長特 別代表 はまた停戦交渉 を繰 り返 します 。そ して破 られ ます。 この

間に人々は殺 され続けます。 これがボスニアで起 きたことです。

それでは国連防護軍 とは何を防護するのか?紛 争取材に駆けつけた世界中のジャー

ナリス トには大 きな衝二撃であ り、疑問で した。町が破壊 され、人が殺 され、 レイプ

され、そ して難民が続出するのを目の当た りに して、 ジ ャーナ リス トたちは嘆 きま

した。「人道的救援物資 というのは、包囲され、困窮 している市民のために届 け られ

るための ものだ。 ところがその市民た ちが次々無残 に殺 されて いるとい うのに、そ

の人を守 らずに物資だけを守 って、一体何になるのか」 とい うわけです。皆さんだっ

てそ う思 うでしょう。もちろん国連の 中でも心ある人々は、全 くその通 りだ と感 じ

ました。 しか しどうにもな りませんで した。

先ほ ど私は80年 代末に国連に身を置 く幸せについて語 りま したが、 ボスニア戦争

の真 っ最 中には、毎 日毎 日、国連という平和 の砦の欺瞞性 に怒 り、嘆かず にはい ら

れませ んで した。そ していかに人道的 に無残な光景を 目の前 に して も、安保理 か ら

与えられたマンデー トを理 由に平然 としてい られる国際的エ リー トたちに、 ほ とほ

とあきれた ものです。

国連の限界

しか し私 にも冷静 な思考は必要です。一般民衆 に危害 を加 えようとす る勢力 の攻

撃に対 しては、武力攻撃をしてで も民衆 を守るとい う安保理決議 は、 実は、国連で

は生 まれ得 ないのです。なぜ なら、国連は中立でなければ ならない とい う、そ もそ

も国連平和維持活動 を成功させて きた大 きな原則があるか らです。

もし交戦つ まり戦うことも辞 さない という平和維持活動が提 案 されていれば、世

界各地 に国連平和維持活動が展開され ることはまず なか ったで しょう。特に冷戦時
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代 にはその ような国連平和維持活動 は、米 ソのいずれかが拒否す るこ とが明 らか で

した。いわゆる拒否権の行使があ ると、安保理決議は1本 た りと生まれませ ん。

またその ような武力行使の国連部隊に兵力 を提供 して くれる国はまず ない といわ

ざるを得 ませ ん。 どの国 も自国の青年である兵士たちが、 国連活動 でむざむざ と命

を落 とす こことを受け入れるほ ど寛容ではあ りません。 国家 のために命 を犠牲 にす

ることを求めて も、国際社会のために命 を捨 てることは、 まだ どの国 も受け入れ て

いないのです。

紛争 当事者の双方の合意の下に展 開する、中立を守 る、そ して武器 の使用 は自衛

のためのみ とい う国連平和維持活動の3原 則があって初めて、安保理の承認が可能だっ

たのです。

国連平和 維持軍 は、事務総長の指揮の下にはい ります。本 来は各 国政府は、 自国

が派遣 した部隊を直接指揮することは出来ないのです。 これが湾岸戦争や コソボ紛

争 で展開 された国際軍との違いです。国際軍はアメリカなどを中心 としなが らも、

戦闘活動及び撤退な どすべて 自国政府の指揮の下 に活動 しています。

しか しクロアチアやボスニアにおける国連防護軍の無力 の反省 もあ り、 また80年

代末に国連の復権 などと持 ち上げられたこともあって、92年 に国連事務総長 になっ

たエジプ ト人のブ トロス ・ブ トロス ・ガリ氏 は、着任 まもな く国連平和維持活動 に

おいて武力 による平和維持機能を持 った平和執行部隊構想 を 「平和へ の課題」 とし

て提唱 しました。

一時これはアメリカなどの支持 も得て
、1994年 には実践 され るこ とに もな りま し

た。しか しその実践の場 となった ソマ リアで、この平和執行部隊 はソマ リアの部族

民兵 らか ら手痛い打撃 を受け、ブ トロス ・ガリ事務総長 もたちまちこの平和執行 部

隊構想 を撤 回せ ざるを得 な くな りました。

つまるところ、国連の任務は紛争の拡大 を防止 し、可能 な らば押 さえ込 むこ とで

あって も、紛争に勝った り、武力で解決することは出来ないのです。 だか ら総力 を

挙げてな どという武力行使はあ り得 ません。その結果、ち ょっとした戦闘状態になっ

て も、指揮命令 は国連事務総長の系統 と部隊 を送 り込 んで いる各 国の政府 との二重

構造にな り、現場には大 きな混乱が生 じることも珍 しくあ りませ ん。

ボスニア ・ヘルツェゴビナでも、セルビア系軍隊 に不意 をつか れて捕 まった国連

防護軍のイギリス兵たちが橋 の上で鎖につながれて、NATO軍 の空爆 を防 ぐいわゆ

る人間の盾 にされるとい う軍人としては実に屈辱的な事件 も起 きま した。 国連軍 の

兵士です ら、戦闘当事者 の前で自らも十分に守 り得 ないのですか ら、一般民衆 の命
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を救 うということには大 きな限界があったと言わ ざるを得 ないのか も知れません。

民族和解の難 しさ

それでも、ボスニアは1995年11月 アメ リカによるオハ イオ州デ イ トンでの調停 に

よ り、無事独立を確保 しました。 しか し国土はその時の民族支 配地域 を反映 して、

モス レム地域51%と セルビア人地域49%と 言 うように、事実上民族 ごとの支配地域

に分断 され ました。以後両民族は、オブラー トの よ うな もろい覆い で一つの国に包

み込まれていましたが、少 しずつなが らも対立を緩和 させ 、今 は薄絹 に覆われ る状

態にまでなっています。何 とか民族共存の強い意志 によって、 もっ と強 固な共通国

家意識でつながれればいいのですが、それにはまだ時間がかか りそうです。

なぜ ならボスニアでは人類史上初めて、 レイプ とい う非 人道的手段が戦争の手段

に使われたと言われます。今ハーグの旧ユーゴスラ ビア問題裁判所 で裁判が進 んで

お り、 ミロシェビッチ もコソボにおける戦争犯罪の罪 な どに問われてい ますが、ボ

スニアでは約2万 人の女性が、非道な レイプにさらされ たと言われてい ます。その

うちセルビア人の子供を妊娠 させ られたかな り多 くのモス レムの女性が、 中絶で き

ない状態になるまでキャンプに収容 された と言われ ます。 この ような記憶が鮮明で

ある限 り、民族の和解は容易ではあ りません。また残酷 な民兵や正規兵た ちに、ナ

イフで喉下を切 られた とい う話もまた人々の記憶 の中に鮮明です。

今年の春 も、私はボスニア戦争の最終段階で7千 人以上のモス レムの男性が行方

不明 とな り、つま りは殺害 されたのですが、ボスニア戦争終結 のためにアメ リカが

本格的な調停 をしてデイ トン協定に持 ち込む きっかけ となった事件 が起 きたス レブ

レニ ッッアという町を訪ねました。サラエボの町の中では、今ではス レブレニッツァ

を訪れるのは何 ら問題ないと言っていたので、私 はモス レムの運転 手の車 をチ ャー

ター して出かけたのですが、ス レブレニッッァに着 くと、運転 手は車 を止めるこ と

をかた くなに拒 みました。町のはずれで、私だけが降 りて町 を歩 くか ら待 っている

ようにと言 ったのですが、運転手はこれも受け入れ ませ んで した。モス レムである

自分が、セルビア系の町、しかもモス レム大虐殺 という事件のあ ったス レブ レニ ッ

ッァで車 を止めることなど、 とて も出来ない ということです。

こうい う実態 を知 らない 日本では、多 くの人が、民族の憎 しみ を超 えて平和 をな

どと簡単に口に しますが、時にはそれは、広島の人たちに核 の脅威 の下 に保つ平和

を認めよと迫るような残酷なものにもな りかねません。 まず戦争 中に受けた傷が癒

され、そ して憎 しみの記憶が薄れ、民族が共存す ることによってその社会が分裂 し
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ているよ りも市民が より平和 になれるのだ とい う現 時的 な利益 がない限 り、共存の

社会はなか なか生まれません。冷戦が40年 間も続いた事 実一つ を見 て も、対立 は簡

単 には解消 できないことが分か ります。パ レスチ ナでイス ラエル人 とパ レスチナ人

の対立は大戦後 まもな くに始 まり、50年 以上にな りますが、今 なお激 しい憎悪が支

配 してい るのはご存知の とお りです。

ただボスニアの救いは、多数派のモスレムが基本的 には民族共存 主義者 であ る と

いう点です。時間がたてば、かつての ように、違 った民族の人々がお互い によき隣

人となることが可能か も知れませ ん。

コソボ紛争

これが コソボのアルバニア系モスレムとの大 きな違 いだ と思い ます。 私 は国連 コ

ソボ暫定行政府のコソボ住民 に対す る民主主義の啓蒙 と広報の責任者 と して国連本

部か ら派遣 され、15カ 月間コソボで生活 しま したが、 コソボの絶対多数派であ るア

ルバニア系の人々の中で、セルビア人 を受け入れようという人々はごく少数 で した。

もちろんセルビア系の人に暴力 をふ るって追い出そ うな どとい う過激 な人 は少数で

すが、数十年 にわたるセルビア人によるコソボ弾圧 は、 アルバニ ア系の人 々の心 の

中に深い深 い傷を残 しています。

終結 して まだ3年 しか経 っていない コソボ紛争ですか ら、多 くの難民流 出な どの

シーンなどを記憶 されている方 も多い と思いますが、 コソボ紛争 について触れ たい

と思います。

大戦後ユーゴスラビア連邦が誕生 したとき、コソボはセル ビア共和 国 の南部 を占

める地域で した。 しかしそこには15世 紀にオスマ ン トル コがその地 にあ ったセ ル ビ

ア王国を滅ぼ して以来、イスラム教 に改宗 したアルバ ニ ア人が住 み着 きました。 は

じめの方でお話 ししましたが、このコソボの地は地 中海 に面 したアルバ ニア と山 を

隔てて接 してい ます。険 しい山道ではあ りますが、 陸路 の行 き来 は比較的 自由で し

た。

このためユーゴスラビア連邦 になってか らも、多 くのアルバ ニア人が コソボに移

住 した と言われてお ります。 またイス ラム教 ということ もあ って、 コソボのアルバ

ニア系は大家族です。子供が5人 、6人 というのは決 して珍 しくあ りませ ん。 この

子供 たちの うち2人 ぐらいは ドイッやスイス、あるいは他の ヨーロッパ諸 国でいわゆ

る出稼 ぎ労働者になっています。この外国にいる子供 たちか らの送金 が、大家族 の

生活 を支えてきました。
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セル ビア共和 国は、南にアルバニア系が多 く住 むコソボ、そして北 にはハ ンガリー

系が多 く住むボイボデ ィナとい う地を抱えています。 中央部はセル ビア人が住 んで

います。チ トー大統領は、北のスロベニアか ら南のマ ケ ドニアまで、各共和 国の 自

主性 と民族の独 自性 を尊重することで、連邦の団結 を図ろ うとしま した。従 って 国

防、外交 をのぞいて六つの共和 国は自治 を大幅に認め られた独立国家的存在 で した。

セルビア共和 国においても、民族の 自治を尊重す る立場 か ら、1974年 の憲法改正

で、コソボ とボイボディナを自治州 と定めました。チ トーが健在 な問は、多少の民

族 間の摩擦はあったに して も、 自治州内は比較的平穏で した。

しか し先ほ ども申し上げたように、1980年 にチ トー大統領が死亡 し、以後連邦の

大統領の権限が大幅に弱 められ る一方で各共和国は独 立性 を強 めていきます。その

ような中で、各民族 のナシ ョナリズム も増大 します。 その先頭 を切 ったのが、 ミロ

シェビッチが台頭 したセルビアです。特に ミロシェビッチにはセル ビア内の コソボ

が自治権 をもっていることが我慢 ならなかったようです。

なぜ ならセルビア優越主義に染 まった ミロシェビッチにす れば、 コソボ という地

はセルビア人の心の故郷 であるか らです。1389年 バル カン半島 を北 上す るオスマ ン

トルコのスルタン(王)、 ムーラ ド1世 率いるオスマ ン トルコ軍が 、 コソボの 中心部

であるコソボポリエの平原でセルビア王国のラザール王子の軍と激突、ムーラド1世、

ラザール王子共に殺害されますが、ムーラ ドの息子 がセルビア王 国を打 ちのめ し、

王国の軍 は国家誕生の地 コソボを去って、バルカンの中部へ と逃 れま した。 コソボ

ポ リエの戦いとして語 り継がれる運命の決戦で した。

それ までセル ビア王国内にはセルビア正教の文化が栄 え、13世 紀 ごろか ら多 くの

正教の教会が建てられ、そこにコンスタンチノー プルか ら逃れて きて芸術家 たちが

キリス トをは じめ とする聖者たちのフレスコ画などの多 くの宗教芸術 を残 します。

今なお コソボのい くつかのセルビア正教の教会 には当時か らの宗教 画や遺品が残 さ

れてい ます。こういう事情か ら、 ミロシェビッチ はコソボがアルバニア系モ ス レム

たちの支配下にあることが許せ なか ったのでしょう。

彼は1987年 セルビア共産主義 同盟で力 を得 ると、翌年 にはセル ビア議会 に よるコ

ソボ 自治権剥奪 の憲法修正に乗 り出 し、1989年3月28日 にこの憲法修正 を成 立 させ

ます。この時点で、コソボは自治州とは名ばか りで、事実上 自治権 を剥奪 されたセ

ル ビアの属領 と化 して しまい ます。

自治権が剥奪 されたコソボはどうなったで しょうか。警察 、裁判、行 政の権力 は

すべてセルビア人に握 られて しまいま した。そ して社 会的、経済的実権 もセル ビァ
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人の手に移 りました。教育 もセルビア語教育一本にな りました。それ までは一つの

学校で、セルビア人の子供向けのセル ビア語教育 と、 アルバニア系向けのアルバニ

ア語教育が共存 して行われていました。 しかし自治権剥奪 とセル ビア語教 育一本 化

に より、アルバニア系住民 は公職から追放され、教 師たち もまた学校 を去 る事 態 と

な りました。教 師がいなくなった学校 にアルバニア系 の子供 たちが通 うはずはあ り

ませ ん。アルバニア人たちは、教 師たちの 自宅や近所 の人の家に子供 を送 り、そ こ

でまさに寺子屋式のアルバニア語教育を続けることになったのです。

私 もコソボに紛争直後のコソボに着任 してアルバ ニア系住民か ら聞 いた話 と して

強烈 に印象 に残 っているのは、なんと大学 レベルの教 育 まで寺子屋式でほぼ10年 間

続けた とい うことです。文科系の法律 とか歴史な どがその ように行 われ た とい うの

は分か りますが、医学や化学 まで個人の自宅で行 われた とい う話 しには本 当に驚 き

ました。

そ して どの家庭 も衛星 アンテナを取 り付け、ヨー ロッパ 中のテ レビを生 で見続 け

たのです。特に若者たちに人気だったのは、アメ リカの映画です。他 に楽 しみのな

い彼 らは衛星テLビ での映画 を何 よ りもの楽 しみに したために、若者 の英語 能力 に

は 目を見張 るものがあ りました。耳学問の威力 を知 らされたのですが、彼 らの会話

能力は大変 なもので した。ただ事務職員 として仕 事 を して もらった時分 か った こと

は、文法 と言葉のつづ りの能力はさっぱ りで した。それで も会 話力 が十分 あ るので

すか ら、国連暫定行政府 では、仕事が出来る青年た ちを探 すの には苦労 しませ んで

した。日本での英語教育のあ り方はこの点で も見直 しが必要か も知 れません。

自治権がな くな り、警察がセルビア人の手に握 られて どうい うことが起 きたか。

た とえばアルバニア系住民が車 を運転 していると、交通 ルールに従 って慎重 に運転

していたに もかかわ らず、角 を曲がる と突然警察官に止め られます。「お前今何 を し

たか」 とい う具合 です。そ して何 の根拠 もな く、罰金 を取 り上げ ます。特 に青年 に

は この ような嫌が らせがひどかったと言 われます。従 って、車が乗れ るよ うになっ

て も、夜な どは滅多に運転 しなかったそうです。

こうして コソボを属領にす ることに意気揚揚の ミロシェビッチは、1989年6月28

日、コソボポリエに百万人のセルビア人を動員 して、「コソボポリエの戦 い6百 年記

念式典」 を催 し、そこにベオグラー ド駐在の各国外交 団 も招いて、彼 の コソボにお

ける権力 を誇示 します。6月28日 とい うのは、セル ビア王 国軍が オスマ ン トル コに

敗北 した 日です。

この ような弾圧の中で、アルバニア系 による地下政府 ともいえる陰の政府 をつ く
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り、税金を集め、寺子屋教育の維持や保健衛生 などで可能な限 りの社 会制度 を作 り

ます。 これ らの資金手当てにも、外国か らの子女の送金に大いに助け られ ました。

しか しアルバニア系住民の中では、ますます セルビア人に対する憎悪が燃え上がっ

たのは当然です。セルビアへの抵抗 を訴えるもの も出て きますが、 陰の政府の大統

領 に圧倒的支持 で選 ばれていた イブラ ヒム ・ルゴバ とい う指導者 は、消極的抵抗

(ネガティブ ・レジスタンス)と い う不服従非暴力運動 を説 きます。ボスニアで も触

れ ましたが、モス レムの政治指導者は とにか く穏健です。

ル ゴバ も民衆に我慢 を訴 えました。彼 は、ボスニ ア戦争 もやがて終結す る。 そ し

てその時必ず独立を求めた各共和 国の独立が公式 に国際社会か ら再度認知 され る時

が来る。その時 こそ、コソボの自治権回復 を訴え、 そればか りか独立 を求め ること

が出来、国際社会 の理解 も得 られるとしたのです。

流 れはルゴバの予見 したとお り、1995年11月 のデイ トン協定 で、スロベニア、ク

ロアチア、ボスニア、マケ ドニアの独立が再確認 され、セ ルビアはモ ンテネグ ロと

共に小 さなユーゴス ラビア連邦になる ことが決 まりました。 しか しコソボの地位 は

全 く議論 にな りませんで した。ことコソボの命運に関 しては、ル ゴバの予測 は外 れ

たのです。

事態が このように展開す る中、ル ゴバの穏健 な路線に青年知識層や貧 しい農村地

域の人々の中に不満が増幅 してい きま した。デイ トン協定で コソボが触れられなかっ

たことが判明する と、スイスなどに留学 していた青年た ちが祖 国救国運動 を起 こし

ます。この運動 も一種の地下運動 として進められ たために実態 は明 らかにはな りま

せ んで したが、弾圧 された祖 国のための資金集め を始 め、その資金 に よる政治及 び

武力 闘争 を準備 したのです。折 りしも隣国アルバニアが致命的な経済破綻 を来た し、

その結果国民が政府機関や軍を襲 い、大量の武器が町や村に溢れかえってい ました。

救国運動の青年たちは、集めた資金でアルバニアか ら大量の武器 を山越えで コソボ

に導入 したのです。

一方貧 しいコソボ中部 ドレニ ッツァ高原の農民の 中か ら反セル ビアのゲ リラ闘争

を展開す る者が現れ、その抵抗運動は次第に若者たちの中に支持 を広 げたのです。

いわゆ るコソボ解放軍(KosovoLiberationArmy=KLA)が いつ組織 されたのか

は、はっきり分か ってお りませ んが、1997年 ごろか ら、セル ビア警察 に対す る襲撃

事件が頻発 し始め、 これに対抗 して、セルビア当局 もます ます コソボに対す る締め

付 けを強め ます。

1998年2月 末か ら3月 にかけて、 ドレニッツァ地域での反セルビア闘争のリーダー
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であったアデ ミ ・ヤシャリとその家族 に対する包囲作戦が展開 され、一族40数 人が

1週 間の包囲、兵糧攻めの後の猛攻撃の前に全滅 します。今 や コヤシ ャリー族 の遺

体 を埋 めた集団墓地は殉教者のシ ンボルとな り、近 くの攻撃 にさらされ銃 弾の傷跡

生々 しい一族の住 んでいた住宅群 は、悲劇の生き証 人 として保存 され、公 開 されて

い ます。春や秋 にはコソボ各地からバス を仕立てて訪れる人々が絶 えません。

98年 は、セル ビア当局及びゲ リラの衝突がエスカ レー トす る一方で、秋にな る と、

セルビア軍や治安警察軍による残酷なアルバニア系弾圧が ヨーロッパのマス コ ミで

詳 しく報 じられ ます。10月 になってアメリカのリチ ャー ド ・ホル ブック大統 領特 使

が ミロシェビッチ大統領 と直接交渉の上、 コソボで増 強 されていたセルビア軍 は98

年春以前の状態に戻 し、その活動をヨーロッパ安保協力機構(OSCE)が コソボで監

視するとい う協定が まとま ります。

しか しセルビア軍の自粛 も長続 きはしませ んで した。農村への攻撃や弾圧が強 ま

る一方、KLAに よるゲリラ闘争 も激 しさを増 しました。そ して99年1月15日 中部 の

ラチャック村で農民45人 がセルビア軍に よって虐殺 されるという事件が発生 します。

首都のプリスティナを中心に展開 されて いたOSCEの 団長でアメ リカ人 ウオーカー

大使が翌朝現場 に駆けつけて、虐殺 を確認 します。この ニュースは大 きな衝撃的事

件 として世界 を駆け巡 ります。

アメ リカの当時国務長官であったマデ レーヌ ・オルブライ ト氏 は、 このよ うな コ

ソボを放置 しておいた らボスニアの悲劇の二の舞になる との懸念か ら、英仏 と共 に

平和的解決の道を探 ります。失敗 に終わったランブイエ会議 です。英仏外相 を共 同

議長に、セルビア政府代表 団とKLAを 含む コソボの各政治 グルー プ並びにマス コ ミ

の代表 などか らなるコソボ代表団をパ リ郊外のランブイエ城 に招いて、計約3週 間に

及ぶ交渉 を2月 に行 いました。 しか し3月 に再開 された交渉 で も、 アルバ ニア系 が

受諾 した調停案をセルビア側が拒否 して、交渉 は決裂、 欧米 が通告 どお り3月23日

にコソボ及セルビアの空爆に踏み切ったので した。セ ルビアが最 も難色 を示 したの

は、コソボの襲来の きぞ くを3年 後に見直す とい う項 目を、 ミロシェビッチがかた

くなに拒否 したためだ と言われてい ます。

この欧米 による武力行使によっていわゆるコソボ紛争 となるのですが 、今お話 し

したとお り、コソボでの紛争は80年 代半ばか ら拡大 し続 けた と見 る方が正確 で しょ

う。

い よい よランブイエ会議の決裂が確 かになってきた3月 半ば、 セルビア治安警察

軍 は、コソボのアルバニア系住民のコソボ追放にと りかか ります。一軒一軒 回って
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時間を通告 して町か ら出て行 くよう警告す るのです。NATO軍 の空爆 を逃 れるため

にコソボ住民は難民 となったとい う情 報が まことしや かに流 され ま したが、私 がコ

ソボで直接聞いた話で も、かな りの人々はセルビア警察に追い立て られて難民 となっ

て国外 に出た ことは間違いあ りません。

ランブイエ会談が始 まる以前に既に コソボでは村 を追われ、他 の町や山の中に避

難 していた人の数は20万 人 と言われてい ました。この人たちに加 え、治安警察 に追

い立て られた人が首都 プリスティナを始め とする都市 部か ら追われ、 さらに空爆が

始 まって難民が増 えたというのが実態で しょう。その難民 の総 数は85万 人に も達 し

ました。

空爆が始 まってか らも、かな りの人がプリスティナの アパー トに残 っていたこ と

も事実です。彼 らは家の中に じっと潜 んでいたのですが 、NATO軍 の空爆 の犠牲 に

なるかも知れない と言うような心配は全 くしなかった と言います。NATO軍 ことに

米軍機によるプレシジ ョン ・ボンミングといわれ る精密爆撃の威 力 をまざまざと見

せつけられた と言えます。事実 プリステ ィナやその他 の町で私が 目撃 したの は、 セ

ルビア警察や軍の施設、あるいは通信関係のビルや施 設の破壊 で、爆風 に よる周辺

の建物の被害はあ りましたが、民家がNATO軍 の誤爆 にあ った とい うケース を目撃

することはあ りませんで した。

これは決 してNATO軍 の誤爆が全 くなかったという意味ではあ りません。事 実NA

TOの 空軍機に より、 コソボ西部で避難中の トラクターの列がセルビア軍 コンボイ と

問違われて爆撃 されたケースなどは事実です。

NATO軍 の空爆がコソボの施設だけでな く、セルビアの軍、政府施設や橋 や基幹

道路 な どのインフラまで破壊 されるに至ると、意地 っ張 りの ミロシェビッチが屈服

す るの も時間の問題で した。6月 は じめついに ミロシェビッチはNATOの 求める コ

ソボか らの全面撤退を受け入れ、6月10日 の安保理決議1244号 で コソボ紛争 は終結

します。

この決議に基づ き、国連は国連 コソボ暫定行政機構 をコソボに設置 して、人道的

救済、コソボ全域の暫定行政及び経済復興に全面的 に乗 り出 しますが、 ζれ までの

話でお分か りいただける通 り、国連はNATO軍 空爆 に ミロシェビ ッチが 白旗 を揚 げ

るまで、何 の役割 も果たせ ませんで した。ランブイエ会議 に見 るとお り、国連は調

停において も全 く出る幕があ りませ んで した。

ユーブスラビアの崩壊過程において、国連防護軍並びに国連の果 た した貢献は余

りにも小 さ く、デイ トン協定において も国連は蚊帳の外で した。 そ してコソボで も
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やは り紛争 中はほとん ど意味のある役割 を果たせ ませんで した。

この点について、国連の幹部職員は安保理が機能 したか どうかを問 われ るべ きで

あって、国連事務局の事務総長以下スタッフの職責 を問われて もどうしようもない

と弁明 します。 しか し果たしてそれでいいので しょうか。

コソボ紛争 は3年 前に終 わ り、今 コソボ 自治政府 もつ くられてお りますが、治安

面ではまだまだ国際社会の支援な しには、 コソボ とい う地 に安全 な 日常生活は戻 り

そうにあ りません。アルバニア系の人々は1日 も早 く独立 を果た したい と希望 してい

ますが、国際社会 は、セルビア人など少数派の安全が確 か になるまでは、 コソボの

現状、つ ま りNATO軍 を中心 とした国際治安軍の駐留 は少 な くともしば らくは続 け

ざるを得ないと見ています。 もちろんコソボの独立 を今す ぐ認 める積 もりはあ りま

せ ん。

数年たって、 コソボの経済的 自立の 目途が立った とき、改 めて コソボ独立問題が

表面化するで しょう。私は、 コソボの将来は独立 しか ない と見てい ます。それが い

かにセルビア人に とって苦渋の選択になろうとも、 セル ビア 自身の平和 と安全の た

めに も、その選択 しかないと思い ます。それは大セル ビア主義、 セルビア優 先主義

を掲げた ミロシェビッチがセルビァの同胞 に もたら した負(マ イナス)の 遺産 とい う

ほかあ りませ ん。

東チモ ール

続いて東チモール問題に も少 し触れたいと思います。東チモ ールは今年(2000年)

5月20日 に独立を達成 し、国際社会の祝福 を浴びました。つい1週 間前の9月27日

に191番 目の国連加盟国とな り、名実共 に独立国 として国際社会の一員 になりました。

ただグズマ ン大統領の下で、国家財政を支える自前の収入 はほ とんどな く、 とりあ

えず向こう2年 間は国際社会の支援に よって、何 とか独立 国家 を維持 し得 る状態 で

す。3年 後 にはオース トラリアとの問にあるチモール ・ギ ャップ と呼 ばれる水域 の

海底油田が採掘 され、国家収入 を支 えることが出来 る と想定 されてい ますが、先行

きは決 して明る くあ りません。

しか しここでは独立国家東チモールの将来ではな く、 国連が 関与 して、 イ ン ドネ

シアの支配か ら脱するときに味わった東チモールの悲劇 を問題に したい と思 い ます。

皆様の記憶 もまだ鮮明だ と思 いますが、1999年 になってイ ン ドネシアが東チ モー

ルの将来は東チモールに住 む住民の意思 に任せることを正式 に決定 しま した。住民

投票は99年8月30日 に設定され、国連管理 の下に行 われる ことが国連 とイ ン ドネシ
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ア政府 との問で合意 されました。 しか し当時いかな る事情 があったに して も、国連

は一つ大 きな失敗を犯 しました。それは、選挙 の管理 と監視 だけで な く、 選挙 後の

治安維持のための手当てを国連がや らずに、イン ドネシア軍に任せ るこ とに合 意 し

たことです。

住民投 票の結果は、投票前か ら十分察 しがついてい ました。つ まりイ ン ドネシア

に併合か独立かを問 う住民投 票では、東チモールの住民の多数は独立 を選ぶ とい う

ことです。そのためにほぼ25年 間、東チモールでは イン ドネシア支配 に対す る抵抗

運動が山中で続け られてきました。

また投票が近づ くにつれ、ただ ならぬ事態が発 生 しかねない不穏 な空気 も日に 日

に強 まってい ました。独立反対 、イン ドネシアへ の併合 を望 む勢力 の問にイ ン ドネ

シア軍の武器が渡っているとい ううわさも大 きくなる一方 で した。 しか し国連 によ

る住民投 票は、治安 をイン ドネシア軍 に任せたまま実施 され、圧倒的多数が独立賛

成 という投票結果も、治安上の十分 な対策のないまま発表 されて しまい ました。

発表の結果、東チモール全域 に渡って、イン ドネ シア併合 を望 んで いた少数派が

武器 を持って賛成派 を襲い、住宅 を焼 き払 うとい う暴挙 に出 ました。多 くの武器 は

イン ドネシア軍によって反独立派に渡 された もので した。治安の責任 を持 って いた

はずのイ ン ドネシア軍 は、何 ら有効 な手を打 ちませんで した。

国連の仲介により平和的に住民投票が実施されるまでは大成功 だったのですが、

その後は血塗 られた数週間になってしまったのです。国連はなぜこれ を防ぎ得 なかっ

たのか、なぜ事前に治安面で もっと有効な対策 を立 てられ なかったのか。東 チモー

ルの住民投票は明らかに防ぎ得 た流血 と損害を伴 ったのです。 ここで も国連 は国連

の失態 とは認めていません。責任 はイン ドネシアにあると した ままです。 もちろん

第一当事者であるイン ドネシア政府の責任は免れませ んが、現実 に起 きたことを振

り返れば、国連に責任 なしとどうして言えるでしょうか。今騒乱か ら復興 に懸命 に

取 り組 んでお りますが、わずか2、3週 間の問に住宅は9割 がた破壊 され、約 千人の

人々が、独立反対派の暴挙で命 を落と したと言われています。

その後の東チモールの国連による暫定統治 と独 立支援活動 は大成功 だρた と見 ら

れています。その活動 には 日本 による財政的支援や 自衛隊 による活動 、あ るい は紛

争直後か ら繰 り出 された日本のNGOに よる活動なども大いに貢献 しま した。私 も、

もし住民投票後の騒乱 を国連が防 ぎ得ていた とした ら、 国連の平和 維持活動の 中で

も、東チモールは屈指の大成功 だったと思います。 しか し余 りに も代償が大 き過 ぎ

て、独立支援活動を自画 自賛する国連や関係者たちに同意す ることはで きませ ん。
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東チモールで も国連は大 きな限界 を露呈 したと言わざるを得ないのです。

終わ りに

20世 紀末 に起 きた紛争 と国連並びに国際社会の対応 を見 て きました。多 くの民衆

の血が流 され ました。平和 と安全を守る国連の力 の限界 も十分に見せ付 け られ ま し

た。 しか しつ まるところ、いかなる政府 を持つかによって、また国民の平和 と安全、

福祉 を第一 とする政府 を持て るか どうかによって、国民は、大 きな試練 に立た され

ることにな ります。

不幸にして国民 を悲劇に追いやる政府 も決 して少な くあ りませ ん。その ような政

府 を持った国民は、ただ戦争 を避ければいい というのでは な く,い つか大 きな犠牲

を払いなが らも人間 らしい生活が可能 となる社会 をつ くる道 を選 ばざるを得 な くな

るのだ とい うことを、紛争の歴史は物語 っているのではないでしょうか。
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